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ソ嬢の海燦鰯麓雛ビチャｰジ号療筑て

去る亙城中旬夏以来の南太平洋海城における海洋調

査を終ったソビエト科学アガデ更一海洋研究所所属の調

査船ビチ却一ジ号が隊掻以下搬人の観測隊蔑(篶加

数名の女性料学者㌘含む)と共にウラジオストックヘ帰

航の途中東東港に立寄った由同船は1鰯年にドイ

ツから捕獲したものとのことであり排水量5,500トン

長さ109m3,000馬力速力14ノツトの機関を持つ世

界でも有数の大型海洋調査船である.

船上ぽはおのおの王㈱婁前後の物理化学光学

気象地質生物などの緒研究蜜があ!/深度アむ｡獺

濠で鰯察可能の水中テレビ(饗銭欝蹴水塊の光学性を観

測する装蟹自記海流計音響測深瀞(雰鎮翻籟)その触

の観測籍具が完備悉れてお!)巌たとくぽ深海の採瀦

採水生物操取に必婁ないるいるの設備を持っている坦

隊鼠逮は太平洋の深さ§圭餐｡c鰍の海底かも畏凄孤

～夏棚の鮫の梅の化石を多数発現し楽た中部太平洋の

赤還付近においては鍛大の厚さが§⑪⑪鰍はも達する柔

らかい堆積物の層を撤淀したゾ)ことである｡

u則蝸午後には東凍教育大学において隊黛人ず

ラトｰヴァ博士による汰翠滞郷深海鱗物欝リシチン

博士の汰準津鍔螺僅鑓積物ウジンチ皿フ博士の汰耶

洋の構造の3講演が行たわれた.

これらの報告では現在帰航途中にあるため研究成果

の結論的抵ことは聞かれ匁かったカミウジンチェワ博士

によ!)私たちがよく地図でみる日本列島の東側にそり

た胃本海溝は決して且つの細長いものでは匁く北から

雁行するガ)の海溝ぽわかれるということ漢だ一般に

知られている太平洋の海深図は大いに改めなければなら

佐藤良昭

ないことが指摘されさらに同博士はかたわらのやや古

い世界地図を指さしてこの太平洋の海深図は大変違っ

ているといわれたのには聴講者一同大笑いであった.

フィラドｰヴァ博士は女性海洋学者として過去王0数年

非常にアクティヴな仕事をされているが前に述べた海

洋底から産出する鮫の歯の化石にマンガンフィルムの

あることや水面下6,000mから11,000mの間の超深海

帯はおける底棲動物の分布について蒲を窓れ危由

リシチン博士の講演は海底の底質分布には法則惟が

あり大陵からの猟絵物質によりて地球上の鍛近の地

史を考察する有カな李掛かりが得られること戴た太平

洋の申央部では化学的紀風化した地帯がありアルゴン

法その繊を期いてその形成年代を維定することも可能

であることを説朗された宙ウジンチ瓜フ博土は海底

地形を研究す為ための種冷の方法たとえば昔饗測深そ

の他を説粥され凄らに海底堆積物の研究について化

学分析1花粉分析その他の縞果の一部を紹介された宅

わが園でも最近ぶうやく気象庁の観測船凌風丸に

よる属本海溝の調査が行なわれるようぽ赦って獄書たが

鳥圏である簿本の近海をすで終来鳥したアメリ勿の調

査船ペアｰ湯や今回のソビ汲トの調査船ビチ々一ジ号

などの外国船によって大規模に調査されている現状をみ

る時科学の発展のためには喜ぶべきことであるか目

本人としては畿ことに残念扱ことである.さまざまな

鉱産･水産寮練を含み気候に大慧な影響をおよぼし

地球の魔吏を明らかにする上ぽも重要な役割を果す海洋

1海底に対し私たちはもっともっと大きな関心を抱く

べ蓄であるう吉(欝鴛は燃締鰯萄炭課)

ソ連海洋調査船ビチ午一ジ号

ピチ中一ジ号の船首�
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←前甲板には各種の調査器

機が備えつけられてある

後部甲板

グヒッド･川･採泥やト冨

一ルの器具を上げ下げす

る道具

.レｰ一ダｰ

…,洗学研究室簑

前甲板にある水中テレビ(水深700mまで観察できる)受像機は

船内の光学一研究室にある

地質研究室にある音響測深器�




